
 

 

１. 開会点鐘 

２．「日も風も星も」斉唱 

３．来賓及びビジター紹介 

４．会長挨拶 

５．幹事報告         

 Ａ．例会変更のお知らせ        ビジター受付 

 境港ＲＣ………12/21(火)夜間例会 あり 

    米子東ＲＣ……12/22(水)休会  なし 

    米子中央ＲＣ…12/23(木)休会  なし 

    米子ＲＣ………12/24(金)休会  なし 

    境港ＲＣ………12/28(火)休会  なし 

    米子東ＲＣ……12/29(水)休会  なし 

    米子中央ＲＣ…12/30(木)休会  なし 

    米子ＲＣ………12/31(金)休会  なし 

    境港ＲＣ……… 1/ 4（火）休会  なし 

    米子東ＲＣ…… 1/ 5（水）休会  なし 

    米子中央ＲＣ… 1/ 6（木）休会  なし 

    米子ＲＣ……… 1/ 7（金）休会  なし 

 Ｂ．その他 

６．委員会報告 

 Ａ．親睦・出席委員会 

    出席報告・スマイル発表・事業所創立記念日 

 Ｂ．その他 

８．閉会点鐘 

2021～2022年度 R Iテーマ 

【第1530回例会次第（2021年12月第3回）】 

No．1488 

【第1529回例会記録(2021年12月第2回）】 

日時：2021年12月13日（月) 12：30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

出席率  ６4名[内免除11名] 中40名（内ZOOM３名) 75.47％  

米山ＢＯＸ １，８３７円（累計 １３，９８４円） 

RI会長 :ｼｪｶｰﾙ･ﾒｰﾀ(インド) 地区ｶﾞﾊﾞﾅｰ: 岩﨑陽一（鳥取西RC） 

 会長：坂口元昭 幹事：中津尾直己 雑誌･会報：廣谷栄一  

日時：2021年12月20日(月）12:30～ 

会場：ＡＮＡクラウンプラザホテル米子 

〈12月〉疾病予防と治療月間 

日 時 第 回例会 内 容 場 所 

 1月 7日(金)18:30～20:30 第1531回 

(1月第1例会) 

【新年家族例会】 ＡＮＡＣＰ

ホテル 

1月17日(月)12:30～13:30 第1532回 

(1月第2例会） 

【卓話】 

新日本海新聞社 西部本社総局長 澤田 圭太郎 氏 

ＡＮＡＣＰ

ホテル 

 今後の米子南RC例会 

【午輪句会講評】 三保文嗣 会員 

  

 今年31周年を迎え

る午輪句会の「句集

午輪 第6輯」が発行

されました。第6輯で

は11名110句が掲載されています。今

回、その中から11句について三保文嗣

会員から講評をいただきました。以

下、紹介します。    (裏面へ） 

7．【卓話】｢住んで楽しいまちづくり～新商都 

  米子の創造・商売繁盛のまちづくりに向けて～｣ 

    米子市役所 経済部長 杉村聡 氏 

スマイル 

 三保文嗣…午輪句会の講評をさせて頂きます。 

お 知 ら せ      

･12/27(月)    例会休会 

･12/31(金)23:00～ 勝田神社初詣 

         勝田神社 

･ 1/ 3(月)         1/7(金)に例会日変更 

･ 1/ 7(金)17:00～ 定例理事会 

         ANAクラウンプラザホテル米子 

･ 1/10(月)         例会休会 



 

 

  

【午輪句会講評 続き】 

 

 独り爪を切ることに孤独とさみしさ、奥様との思い出を詠んだ「爪」 

梅雨深し 男独りの 爪を切る        中村夢窓 

 

 緑の山々と真っ白な鰯雲に自然の色彩を表現した「鐘桜」 

  鐘桜の 先に果てなき 鰯雲         福井龍介 

 

秋の夜空の星屑と天の川を豪快に表現した「満天星」         

天空を 真二つにせり 天の川        長谷川義明 

  

 新一年生のうれしさ、誇らしさ、胸をはり駆けていく姿が浮かぶ「新入生」 

  新入生 胸の名札も 誇らしく        鹿島康裕 

  

 寝ている耳元で羽音を立てる蚊に何もできないもどかしさを詠んだ「夜明け前」 

  一匹の 蚊の悩ましき 夜明け前       三保文峰 

  

 母との別れ、母との思い出を雪の白と紅の対比の中に表現した「雪降りて」 

  雪降りて 旅立つ母に 紅をさす       前田壽美 

  

 山寺の閑さを響いてくる読経と蝉時雨に詠んだ「蝉時雨」 

  山寺に 響く読経と 蝉時雨         中津尾豪珠 

  

 大晦日、一年間を思い出しながらほっとする気持ちを詠んだ「行く年」 

  行く年や 持ち越すことの 多かりし     坂口千丘  

  

 忙しかった一日の終わりの安堵を蕗の薹の苦さに詠んだ「蕗の薹」 

  蕗の薹の 苦さや今日も 終わりけり     坂本胡兆 

  

 うぐいすの初音を思わず聴き入る姿に春を感じさせる「初音」 

  箒の手 しばらく止めし 初音かな      佐々木博正 

 

新鮮な蕎麦と生きのいい金魚との対比、動きのある情景を詠んだ「昼下がり」 

  昼下がり 蕎麦屋の 金魚 逆立ちぬ     鶴田和風 

 


